
授業科目名 アントレプレナーシップ論 

担当教員 荒木 利雄 

必修の区分 選択 

単位数 2単位 

授業の方法 講義 

開講年次 2年 第 3クォーター 

講義内容 

アントレプレナーシップは、起業家精神あるいは企業家精神と訳されてい

ます。それは、経営環境の変化に対応して、リスクを恐れず能動的な（受

け身ではなく自ら）行動や活動する能力や姿勢を表しています。アントレ

プレナーシップを持ち、新しく事業を起こす行動や活動ができる人をアン

トレプレナーと言います。 

地域経済や地域社会の活性化のために、起業にチャレンジする人やイノベ

ーションを起こす人材が求められています。本授業では、企業事例を用い

ながらアントレプレナーシップに関連する理論やフレームワークを体系的

に学び、事業創造ができるようビジネスプランを作成してもらいます。 

到達目標 

１.アントレプレナーシップの意義と課題について自分の言葉で説明する

ことができる。 

２.アントレプレナーシップに関連する理論について、他者に説明するこ

とができる。 

３.ビジネスプランを作成することができるようになり、他者に説明する

ことができる。 

４.社会課題の解決のためにアントレプレナーシップがどのように必要か

を理解し、説明することができる。 

授業計画 

１.イントロダクション：アントレプレナーシップの基礎理論について 

アントレプレナーシップとは、アントレプレナーとはどのようなものかに

ついて学びます。また、シリコンバレーのエコシステムについても理解を

深めます。 

２.企業とアントレプレナーシップ：スタートアップとコーポレート・ア

ントレプレナーシップについて、企業事例を用いて学びます。 

３.地域活性化と社会課題の解決①：ソーシャル・アントレプレナーシッ

プについて、企業事例を用いて学びます。外部講師の招聘を予定していま

す。 

４.地域活性化と社会課題の解決②：ファミリーアントレプレナーシップ

について、企業事例を用いて学びます。 

５.起業のための経営戦略：事業創造プロセスについて理解を深めると共

に、 

起業のために必要となる経営戦略に関する基本的な理論やフレームワー

クについて学びます。 



 

６.起業のためのマーケティング：価値創造のためのマーケティング戦略

について理解を深めると共に、起業のために必要となるマーケティング戦

略に関する基本的な理論やフレームワークについて学びます。 

７.起業のための顧客開発モデル、資金調達、および組織づくりと人材育

成：顧客開発や資金調達方法、そして組織デザインについて理解を深める

と共に、デザイン思考の基礎について学びます。 

８.ソーシャルビジネスの起業と社会的インパクト：スタートアップ・エ

コシステムについて理解を深めます。また、ビジネスプランの作成のため

の基礎的な理解を深めます。 

９.ビジネスプランの作成①：エフェクチュエ―ション理論とデザイン思

考について理解を深めます。また、ビジネスプランを作成していきます。 

10.ビジネスプランの作成②：ビジネスモデル・キャンバスとリーン・キ

ャンバスとデザイン思考についてさらに理解を深めます。また、ビジネス

プランを作成していきます。 

11.ビジネスプランの作成③：ビジネスプランを作成すると共に、プレゼ

ンテーション資料を作成してもらいます。 

12.ビジネスプランのプレゼンテーションと全体の振り返り 

事前･事後 

学習 

事前学習として、予め担当教員が作成したテキスト（パワーポイント）を

確認し、受講者の疑問点や質問事項を整理してください。 

事後学習として、授業を振り返り、リフレクションペーパー（振り返りレ

ポート）を提出いただきます。 

テキスト 
担当教員が作成したパワーポイントを、テキストとして使用します。その

パワーポイントをダウンロードし、授業に参加してください。 

参考文献 
山田幸三・江島由裕（編著）『1からのアントレプレナーシップ』碩学舎・

中央経済社，2017年. 

成績評価 

の 基 準 

授業への参画度（グループワーク及びグループディスカッション）（20%）、

振り返りレポート（リフレクションペーパー）（30%）、ビジネスプラン（50%） 

により評価します。 

履修上の注意

履修要件 

・グループワークやグループディスカッションを行いますので、主体的か

つ積極的に参画してください。 

・リフレクションペーパーでは、授業内容、グループディスカッション、

及びグループワークなどで学んだ内容について振り返ってください。 

実践的教育 該当しません。 

備考欄 
ビジネスプランの作成に時間を要する場合には、これを優先して授業を進

めます。 


